
グエン朝王宮の太和殿

06

栄華を誇った王朝建築、異文化が交流した古き港町、

世界最大級の仏教遺跡、希少な動植物が棲む熟等雨林－。

今回は、多様な自然・文化が息づく東南アジアの世界遺産の知られざる魅力をご紹介しま■れ

自
然
・
文
化
遺
産
の
宝
庫

東
南
ア
ジ
ア

く監修〉古日限久（ふるたはるひさ）

世界遺産総合研究所所長。日本にお

ける世界遺産研究の先駆者として「世界

遺産学」を提唱し、I998年から現職。

世界60カ国、約300の世界遺産地を

歴訪し、世界遺産委員会にもオブザー

バーで出席。著書にr世界遺産データ・

ブック』、r世界遺産ガイドーユネスコ遺

産の基礎知識Jなど多数。

世
界
遺
産
の
魅
力
は
な
ん
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
産
が
有
す
る
「
顕

著
な
普
遍
的
価
値
」
（
O
u
t
s
t
a
n
d
i
ロ
g

U
n
i
く
e
r
S
a
－
く
a
－
u
e
）
　
で
し
ょ
う
。
各

国
を
代
表
す
る
遺
産
は
、
地
球
の
歴

史
4
6
億
年
、
人
類
の
歴
史
5
0
0
万

年
の
中
で
、
多
様
な
分
野
を
代
表
す

る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

な
ど
、
独
自
性
の
あ
る
厳
選
さ
れ
た

も
の
ば
か
り
。
そ
ん
な
世
界
遺
産
を

旅
し
、
人
類
の
偉
大
な
叡
智
や
驚
異

的
な
自
然
の
美
し
き
に
触
れ
る
こ
と

は
何
に
も
代
え
が
た
い
感
動
で
す
。

現
在
、
世
界
遺
産
の
数
は
1
6
1

の
国
と
地
域
に
ま
た
が
る
1
0
0
7

件
。
そ
ん
な
数
あ
る
世
界
遺
産
の
中

か
ら
今
回
は
、
皆
さ
ん
が
あ
ま
り
ご

存
知
で
な
い
で
あ
ろ
う
東
南
ア
ジ
ア

の
自
然
遺
産
、
文
化
遺
産
の
魅
力
を

お
届
け
し
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
と
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ

半
島
、
マ
レ
ー
半
島
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
な
ど
か

ら
な
る
中
国
よ
り
南
、
イ
ン
ド
よ
り

東
の
ア
ジ
ア
地
域
を
指
し
ま
す
。
大

部
分
が
ケ
ッ
ペ
ン
気
候
区
分
の
熱
帯

に
属
し
、
そ
の
温
暖
な
気
候
と
大
陸

部
か
ら
島
し
ょ
部
に
い
た
る
変
化
に

富
ん
だ
環
境
の
中
で
、
特
有
の
自
然
・

文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
自
然
遺
産
で
は
、
火

山
を
含
む
山
岳
、
湾
、
半
島
、
島
、

石
灰
岩
カ
ル
ス
ト
、
洞
窟
、
珊
瑚
礁
、

地
下
河
川
、
森
林
な
ど
。
文
化
遺
産

で
は
、
考
古
学
遺
跡
、
建
造
物
群
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
自
然
と
人
間
と
の

共
同
作
品
と
も
い
え
る
文
化
的
景
観

な
ど
、
実
に
多
様
な
世
界
遺
産
に
出

合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
ん

な
東
南
ア
ジ
ア
の
世
界
遺
産
を
私
と

一
緒
に
巡
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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東
西
の
文
化
が
混
合
し
た

悠
久
の
古
都

ベ
ト
ナ
ム
は
か
つ
て
北
部
の
ナ
ン

朝
と
南
部
の
グ
エ
ン
朝
に
分
か
れ
て

対
立
し
て
い
ま
し
た
が
、
1
8
0
2

年
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
な
ど
の
支

援
を
受
け
た
グ
エ
ン
朝
の
ザ
ロ
ン
帝

こ
と
院
福
喋
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
最
後
の
王
朝

と
な
っ
た
グ
エ
ン
朝
の
首
都
と
し
て

繁
栄
し
た
の
が
フ
工
で
す
。
ベ
ト
ナ

ム
中
部
の
都
市
ダ
ナ
ン
の
北
西
約

1
0
0
k
m
に
位
置
す
る
こ
の
地
に
は
、

1
9
4
5
年
ま
で
1

3
代
に
わ
た
っ
て

栄
華
を
誇
っ
た
グ
エ
ン
朝
の
王
宮
を

中
心
に
碁
盤
目
状
の
方
形
都
市
が
築

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
5
・

2
は
に
も

及
び
ま
す
。

南
シ
ナ
海
に
注
ぐ
フ
ォ
ン
川
左
岸

第は代皇帝カイ・ディン帝の像

の
旧
市
街
に
は
、
交
流
の
あ
っ
た
中

国
や
フ
ラ
ン
ス
、
そ
れ
に
亜
熱
帯
特

有
の
文
化
が
混
合
し
た
独
特
の
様
式

の
建
物
・
城
壁
が
見
ら
れ
、
王
宮

殿
を
は
じ
め
、
第
4
代
皇
帝
ト
ウ
・

ド
ゥ
ツ
ク
帝
、
第
1
2
代
皇
帝
カ
イ
・

デ
ィ
ン
帝
な
ど
の
歴
代
皇
帝
廟
や
寺

院
な
ど
が
当
時
の
繁
栄
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ダ
ナ
ン
か
ら
南
へ
約
2
5
k
m
、

南
シ
ナ
海
に
面
す
る
ク
ア
ン
・
ナ
ム

省
に
は
、
古
都
ホ
イ
ア
ン
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
昔
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貿
易

商
人
に
フ
エ
イ
ホ
と
い
う
名
で
知
ら

れ
て
い
た
こ
の
町
は
、
1

6
世
紀
か
ら

1
8
世
紀
に
か
け
て
グ
エ
ン
氏
政
権
の

も
と
中
国
や
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

の
国
際
貿
易
港
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
あ
た
る
1
7
世
紀
に
は

日
本
の
朱
印
船
が
行
き
来
し
、
日
本

人
街
も
形
成
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

当
時
の
日
本
人
の
お
墓
や
「
日
本
橋
」

の
別
名
を
持
つ
カ
ウ
ラ
イ
ヴ
ィ
エ
ン

橋
の
ほ
か
、
交
易
の
証
と
も
言
え
る

伊
万
里
焼
の
磁
器
も
発
見
さ
れ
る
な

ど
、
日
本
と
の
関
わ
り
も
深
い
遺
産

で
す
。
ト
ウ
ボ
ン
川
に
沿
っ
て
続
く
、

多
様
な
文
化
を
背
景
に
し
た
美
し
い

街
並
み
は
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
て

止
み
ま
せ
ん
。

フエの建造物群／古都ホイアン
ベトナム　　　　ComplexofHueMonuments

HoiAn AncientTbwn
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（上）聖殿最上段のストウーパと仏坐像

（下）そびえ立つポロブドウール寺院聖殿

プエルトプリンセサ

地下河川国立公園
Puerto－PrincesaSubterranean

RiverNationalPark

パラワンコクジャク

［コ■
フィリピン

ポロブドウール寺院遺跡群
BorobudurTempleCompounds

ブ
ツ
タ
の
思
想
を
表
す

世
界
最
大
級
の
仏
教
遺
跡

一一　一、丁ン「

8
～
9
世
紀
に
シ
ャ
イ
ン
ド
ラ
王
朝

が
建
築
し
た
大
乗
仏
教
の
世
界
的
な

石
造
の
巨
大
仏
教
遺
跡
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ

ガ
ン
と
と
も
に
世
界
三
大
仏
教
遺
跡
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
が
、
ポ
ロ
ブ

ド
ウ
ー
ル
寺
院
遺
跡
群
で
す
。

ジ
ャ
ワ
島
中
部
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
北
西
約
吸
血
の
プ
ロ
ゴ
渓
谷
に
あ

る
こ
の
遺
跡
に
は
、
三
層
か
ら
な
る
聖

殿
が
そ
び
え
ま
す
。
1
2
0
m
四
方
の

基
壇
の
上
に
5
段
の
方
形
壇
と
3
段
の

円
形
壇
を
重
ね
、
最
上
段
の
仏
塔
を
載

せ
た
壇
台
に
は
乃
基
の
ス
ト
ウ
ー
パ
（
仏

塔
）
と
仏
坐
像
。
そ
れ
ぞ
れ
下
か
ら
地

下
界
、
人
界
、
天
界
を
表
し
、
全
体
で
仏

教
の
世
界
観
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
各
回
廊
は
ブ
ツ
ダ
の
生
涯

や
仏
教
の
説
話
を
刻
ん
だ
千
数
百
点
に

も
及
ぶ
レ
リ
ー
フ
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
ブ
ツ
ダ
の
生
誕
か
ら

シ
ツ
ダ
ー
ル
タ
王
子
と
し
て
奔
放
な
生

活
を
送
っ
た
時
代
を
経
て
、
悟
り
を
開

く
ま
で
を
表
現
し
た
浮
き
彫
り
の
絵
物

語
は
芸
術
的
価
値
も
高
く
必
見
で
す
。

そ
び
え
立
つ
聖
殿
全
体
を
見
上
げ
る

と
、
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
ス

ト
ウ
ー
パ
に
も
感
じ
ら
れ
る
威
厳
が
あ

り
ま
す
。

希
少
な
生
態
系
が
残
る

楽
園
の
秘
境

プ
エ
ル
ト
プ
リ
ン
セ
サ
地
下
河
川

国
立
公
園
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
後
の

楽
園
と
い
わ
れ
る
南
西
部
の
パ
ラ
ワ

ン
島
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
山
岳
地
域

に
あ
り
ま
す
。
公
園
一
帯
は
、
石
灰

岩
な
ど
の
岩
石
の
地
層
が
地
下
水
な

ど
で
溶
か
さ
れ
て
で
き
た
カ
ル
ス
ト

の
台
地
。
そ
の
台
地
の
地
下
は
鍾
乳

洞
に
な
っ
て
お
り
、
世
界
最
長
と
な

る
約
8
・2
血
の
地
下
河
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
川
や
美
し
い
カ
ル
ス
ト

地
形
を
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
探
検
す
る

こ
と
が
で
き
る
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
リ
バ
ー
・
ツ
ア
ー
が
人
気
で
す
。

地
下
河
川
は
直
接
海
に
注
ぎ
込
み
、

下
流
の
河
口
部
は
潮
の
干
満
の
影
響

で
特
殊
な
生
態
系
が
保
た
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
年
間
平
均

降
水
量
2
0
0
0
～
3
0
0
0
皿
、

平
均
気
温
は
2
7
℃
で
、
ア
ジ
ア
で
も

有
数
の
パ
ラ
ワ
ン
湿
性
林
が
繁
り
ま

す
。
そ
ん
な
手
つ
か
ず
の
大
自
然
は
、

固
有
種
の
パ
ラ
ワ
ン
コ
ク
ジ
ャ
ク
や

パ
ラ
ワ
ン
ヤ
マ
ア
ラ
シ
な
ど
を
は
じ

め
、
希
少
な
動
植
物
・
昆
虫
た
ち
の

楽
園
で
も
あ
る
の
で
す
。

近
隣
の
無
秩
序
な
観
光
開
発
に
よ

り
、
貴
重
な
森
林
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
こ
う
し
た
自
然
遺
産
は
、

生
物
多
様
性
の
保
全
に
お
い
て
も
非

常
に
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カルスト地層の断崖がそびえる地下河川入口
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l′惚三．揖正

キナパル自然公園
Kinabalu Park

竪ヨ
マレーシア

5
千
種
を
超
え
る
植
物
が
生
え
る

伝
説
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

熱
帯
雨
林
か
ら
高
山
植
物
ま
で
、

多
種
多
様
な
植
物
が
生
い
茂
る
生
命

の
宝
庫
、
キ
ナ
パ
ル
自
然
公
園
。
マ

レ
ー
シ
ア
諸
島
中
北
部
、
ボ
ル
ネ
オ

島
に
そ
び
え
る
キ
ナ
パ
ル
山
を
中
心

と
し
て
、
7
5
3
k
m
も
の
森
林
が
広

が
る
広
大
な
自
然
遺
産
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
最
高
峰
を
誇
る
標
高

4
0
9
5
m
の
キ
ナ
パ
ル
山
か
ら
標

高
1
5
0
m
程
の
熱
帯
雨
林
に
か
け

て
変
化
す
る
気
候
。
そ
れ
に
よ
り
、

高
山
性
の
動
植
物
か
ら
高
温
多
雨
を

町▼J

熱帯雨林から仰ぎ見るキナパル山

好
む
東
南
ア
ジ
ア
特
有
の
動
植
物
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
息
づ
い
て

い
ま
す
。
一
生
の
う
ち
開
花
期
間
は

数
日
間
と
い
う
〝
幻
の
花
″
　
ラ
フ
レ

シ
ア
や
ク
森
の
住
人
〟
　
ォ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
な
ど
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る

種
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

キ
ナ
パ
ル
山
は
地
元
の
人
々
に
と
っ

て
は
信
仰
と
伝
説
の
山
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
昔
、
山
に
は
美
し
い
宝
石

を
持
つ
竜
が
棲
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
あ
る
と
き
兄
弟
の
王
子
が
こ
の

宝
石
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に

怒
っ
た
竜
が
激
し
く
暴
れ
る
と
、
海
が

荒
れ
、
山
が
裂
け
て
し
ま
い
、
キ
ナ
パ

ル
山
が
現
在
の
よ
う
な
高
峰
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
キ

ナ
パ
ル
」
は
マ
レ
ー
語
で
、
中
国
寡
婦

を
意
味
し
、
中
国
に
帰
国
し
た
夫
を
偲

ぶ
先
住
民
の
妻
の
伝
説
な
ど
も
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
民
族
的
な
伝
承

が
、
こ
の
地
を
よ
り
神
秘
的
な
も
の

に
魅
せ
、
私
た
ち
の
冒
険
心
を
さ
ら

に
く
す
ぐ
る
の
で
す
。

（上）公園内で保護されるオランウータン

（下）世界最大級の花ラフレシア

につぽん丸スタッフ世界遺産体験記
今回ご紹介したような世界遺産を探訪できる、来年

l月からの東南アジアクルーズを前に、現地を視察してき

ました。フィリピンのプエルトプリンセサ地下河川国立

公園は、野生の大トカゲを間近に見たり、迫力満点の地

下河川の洞窟をボートで探検したりと大自然が満喫でき

る、まさに手つかずの秘境でした。

また、世界遺産地の伝統文化や衣食住の風習など、

形のないものにも大きな価値があります。例えば、ベトナ

ム・ホイアンでは、三大名物の揚げワンタンや伊勢うど

んの原型ともいわれるカオラウ、ホワイトローズという水

餃子などの現地グルメが楽しめます。こうしたものに触

（上）プエルトプリンセサの大
トカゲ（下）ホイアン名物
カオラウ

れることで、さらに世界遺産への

理解や感動が深まると思うので

す。そんな体験をぜひご一緒に！

クルーズでお会いできるのを楽し

みにしていますも

にっぽん丸

ツアーディレクター

藤川　悟


